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1.2 部分集合
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1.3 共通部分と和集合
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ド・モルガンの法則

〈ベン図を用いた証明〉
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2 命題

2.1 命目
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3 命題と証明

3.1 条件の否定
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3.3 対偶証明法

元の命題と,その逆・裏・対偶の真偽について考える
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問題 1

協∈Z(整数)と する.以下の命題を示せ .

ばが奇数ならば,π も奇数である.

〈静哺〉_

掲偶けぃにが薄又→ ぼさβ孝姓颯η.

吹 ごヽイFし0又 7タバマ`く

い‐ ■い

、墓ロト.

Cぃ εk)

ιヽ は‐`4い
t

ミユズ2仄  ` ヒれt■tti

vlも イ程)なた.

こ、、毎儡l・環ヽみ崚ヽ(tta海こt真 ロ
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4 背理法

4.1 問題 1

v4'が無理数であることを用いて,以下の命題を示せ

1+7Σは無理数である.
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ν万が無理数であることを用いて,以下の命題を示せ.

2+臥″は無理数である。

<譲咀>_

卜ぃFヾ 治ユ鱗lす お れヽた.

、ヽ3ヽ、ttλ 7小 趣級Lょ ■R・マ′

卜 F`‐ +  いヽtS)

ネゝtふ .

■・ 駆 二
十

ha-lh:
t^

「

ミ い十~2k

tR tは 、快R礎李22蹴 (`

に_ュ颯 も しぃも'駐
牧

、、`ιAど)=A・■級 司ヽ .

『
ぷ無二塁級プラ

=・

、:ミ テら,

ょィ及起ギ響り

つキリ ユ十ゝ「
二`長二蟻

くa■B11》
.

1式

「

ざハ・■尋攻三ヽぁ3しィ碇 .

≧t.5ぃ tt風みt量|1凝
"、

い_・ Ru2

tヽ議題ド

不雄ゴ碇 .

ヽ
一　
・

い
二
И

′ _

tt」・・ (kヽキ。)

.  コ   、

とみ 0お

卜巨二十
rヽ   い  ヽ 1
_10 と_ ._ _f
ヽ｀   ム   I

は ― ス
ニ
=

И

?"{ftRatt
{'tfl,

矛盾鷲く

ヽ

Ｌ
一
吹

ヽ
一ニト

ン

い仄

■2、 は、k l程衣 鳳で'

に_申じ礎教 .

F.0仁ユ)=る・1み文ヒトヽ|「

F#無菱教呼か tt私 .

ヽt、 イl代ゃ諄 (ヽ

十1_1・ 5■楓退根

|
分
=さ

L岬、
ズ暉Lイ裂tざ
謀、デいマ=ド7

6

ロコっより.

い

も



4.3  口躍月日3

ν】が無理数であることを示せ.
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5 演習問題

5.1 集合記法

(1)、 Rはそれぞれ自然数全体の集合,実数全体の集合とする.

ス=(1,2,3,4,5},B=(」 0<"<6,π ∈N}

θ={司 1≦ α≦6,τ ∈R}

のとき,以下
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(2)以下の集合を,別の記法で書き表せ.ただし,Zは整数全体の

集合とする.
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(3)以下の集合の部分集合を全て求めよ
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5.2 共通部分・和集合・補集合
y={」 1≦

"≦
15,"∈ N}を全体集合とし,その部分集合を

ス={πレは奇数}
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とする.以下の部分集合を求めよ
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5.3 命題

以下の文が命題であるか否かを判断せよ.ま た,命題である場合

は真偽を判定し,偽の場合はその理由を説明せよ.

(1)福井県は石川県よりも面積が広い.

ヨ~7入

(2)日本の人口は多い

ハ越ぞネtt

(3)4は素数である

(4)100は大きい数である

浴題マ`みハtt

(5)"∈ R(実数全体の集合)と する.

π<10==〉
"<2

「
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(6)π ∈R(実数全体の集合)と する.

“
≧10==〉 ω≧2

(7)π ∈R(実数全体の集合)と する.

"|<5==>π
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(8)“ ∈Z(整数全体の集合)と する.

κが偶数 =⇒ π2が奇数
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(9)π ∈Z(整数全体の集合)と する.

2が 3の倍数 =→ 32が奇数
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(10)π ∈R(実数全体の集合)と する.
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5.4 必要条件・十分条件

当てはまるものを以下から選べ .

(a)必要条件であるが十分条件ではない

(b)十分条件であるが必要条件ではない

(c)必要条件でも十分条件でもない

(d)必要十分条件である

(1)聯蜘で
1曇導
と
だ
が自独である

ぐ 真 ①

(3)π ∈R(実数全体の集合)と する.

「
"<10」

であることは「同 <10」 であるた
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← 真 ①

(4)π ∈ とする.

fc < 10.t ることは「同 <lo」 でぁるため
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5.5 同値

",y,zは
実数 とする.以下の中で,c=ν と同値な条件を全て

選べ .
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5.6 否定

以下の条件を否定した条件をかけ.ただし,π ∈Rπ ,y∈ Nと

する.

(1)π は 3の倍数である

鳳・ 3へ鷹拳支↑卜tt

(2)π は 3の倍数かつ偶数である

ぃ、3・轟級マ喘tく 李7典 変数
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(3)2,υ はともに有理数である
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5.7 逆・裏・対偶

π∈R(実数全体)と する.

以下の命題の逆・裏・対偶を述べ,それらの真偽を求めよ

(1)a>0→ c>5ィ与 0,C=t.
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6 実践問題

61 問題 1

実数
`rに

関する 3つ の条件 ρ,9,rを

P:―-1≦ χ≦5、 9:3<″ く6.r:“ ≦5

とする.

(1)条件 p.9の 否定を、それぞれラ.互 で表すとき、以下が成立 .

1 f p rt,o s) tr*, r tbbleb

●「pま たはで」は,Tであるため

a.必 要条件であるが,|‐分条件ではない

b. l‐分条件であるが,必要条件ではない

c 必要十分条件である

d 必要条件でも十分条件でもない

(2)定数 αを し
,

(α″-2)(ω ―α-1)≦ (〕

を満たす実数■全体の集合を■とする.

集合 スは, αの値を 3つ の場合に分けて考えると.
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62 問題 20

実数を元とする 2つ の集合

■={2、 α-1、 α+1}

B={8-″、″+2.5}

の共通部分■∩Bが {2.5}と なるように実数αの値を定めよ.ま

た.そ のときの和集合 ■∪Jを 求めよ.
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63 問題 21

実数を元とする 2つの集合

■={2,4,α
3-2α 2_α +7}

B={-4,″ +3,α
2_2`′

+2,α
3+rι 2+3α +7}

の共通部分■∩Bが {2,5}と なるように実数αの値を定めよ ま

た,そ のときの和集合 ス∪Bを 求めよ
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64 問題 3

下記の各命題についてその真偽を記し.理由を述べよ

(つ まり.真の場合は示し.偽の場合は反例を挙げる.)

(1)折 は無理数である.嗜
′
7て .

(2)和 も積もともに0でない有理数であるような2つ の実数α.わ

はともに有理数であるィ孝)
(3)α )b)ι を実数 とする.
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